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(54)【発明の名称】 医療看護管理システム

(57)【要約】
【課題】被看護者が測定後の体温計を体温出力装置に置
くことで、そのデータを直接カルテ記憶部に入力できる
医療看護管理システムを提供する。
【解決手段】各病室に設置されるナースコール子機およ
びナースコール親機間の呼出、通話を制御する制御装置
と、制御装置に接続され、被看護者の容態、病歴、看護
注意事項、食事制限事項等のカルテデータを記憶するカ
ルテ記憶部を有する管理装置とを備えた医療看護管理シ
ステムであって、被看護者の体温を測定する体温計の体
温測定データを、各病室から廊下灯、制御装置を介して
管理装置内のカルテ記憶部へ直接入力し、記憶するため
の体温出力装置を備えたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】各病室に設置されるナースコール子機
（７）およびナースコール親機（１３）間の呼出、通話
を制御する制御装置（９）と、前記制御装置に接続さ
れ、被看護者の容態、病歴、看護注意事項、食事制限事
項等のカルテデータを記憶するカルテ記憶部（１６）を
有する管理装置（１４）とを備えた医療看護管理システ
ムであって、
被看護者の体温を測定する体温計（１）の体温測定デー
タを、各病室から廊下灯（８）、前記制御装置を介して
前記管理装置内の前記カルテ記憶部へ直接入力し、記憶
するための体温出力装置（４）を備えたことを特徴とす
る医療看護管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は医療看護管理システ
ムに係わり、特に体温計で測定された体温を出力装置に
接続することで、制御装置を介してカルテ記憶部に直接
記憶する医療看護管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の医療看護管理システムは図３に示
すように、被看護者と看護婦との連絡用に各病室に設置
されているナースコール子機２０、廊下灯２１、ハンデ
ィーナース２５やナースコール親機２７から入出力され
る情報を入力制御部２３、監視制御部２４、音声入出力
装置２６で制御する制御装置２２と、カルテ管理部２
８、カルテ記憶部２９、ディスプレイ３１、プリンタ３
２、入力部３３を有し被看護者のカルテデータを管理す
る管理装置３０で構成されている。
【０００３】被看護者と看護婦の呼出しや通話は、廊下
灯２１と制御装置２２内の入力制御部２３、監視制御部
２４、音声入出力装置２６を介してナースコール子機２
０とナースコール親機２７の間で行われる。
【０００４】カルテ管理部２９は、各被看護者の様態や
病歴、看護注意事項、食事制限等のカルテデータの入出
力、編集管理するものであり、カルテデータを格納して
おくのがカルテ記憶部３０である。ディスプレイ３１は
入力データ、編集データ、カルテデータ等を表示し、そ
れらを出力するのがプリンタ３２、データの入力、編集
指示等を行うのが入力部３３である。
【０００５】被看護者の体温は看護婦が各部屋で測定さ
れた体温の情報をハンディーナース２５に入力し、全て
のデータを入力した後、ハンディーナース２５からデー
タを制御装置２２に入力し、入力制御部２３、監視制御
部２４を通して、管理装置２８のカルテ管理部２９に入
力され、カルテ記憶部３０にデータが記憶される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
ハンディーナースを使用しての被看護者の体温情報管理
では、看護婦が全ての部屋を一日に何度もまわるため非
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常に手間がかかり、ハンディーナースへのデータの入力
ミスや入力忘れの可能性もある。またこのデータを最後
にカルテ記憶部に入力する手間もかかる。
【０００７】本発明は上述の難点を解消するためになさ
れたもので、被看護者が測定後の体温計を体温出力装置
に置くことで、そのデータを直接カルテ記憶部に入力で
きる医療看護管理システムを提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するた
め、本発明は各病室に設置されるナースコール子機およ
びナースコール親機を制御する制御装置と、被看護者の
看護情報を管理する管理装置からなる、看護業務をサポ
ートするための医療看護管理システムであって、体温計
の体温測定結果を測定データ出力部を介して体温出力装
置に出力し、このデータは制御装置を介して管理装置の
カルテ記憶部に直接体温測定結果を入力されるように構
成されている。
【０００９】このような医療看護管理システムによれ
ば、各病室を一日に何度も訪問する手間がなくなり、ハ
ンディーナースへの入力およびカルテ記憶部への入力の
手間を省き、また記録の入力ミスや入力忘れを防ぐこと
ができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好ましい実施の形
態例について図面を参照して説明する。
【００１１】本発明の医療看護管理システムにおいて図
1に示すように、被看護者の体温を測定する体温計１と
体温計のデータを出力する体温出力装置４、廊下灯８、
ナースコール子機７、ナースコール親機１３が制御装置
９に接続され、制御装置９と管理装置１４が接続される
構成である。図1、２に示すように体温計１は被看護者
の体温を測定する体温測定部２と測定データを出力する
測定データ出力部３とが設けられている。体温出力装置
４は測定データ入力部５と外部出力部６とが設けられて
おり、体温計１を体温出力装置４に接続することで体温
計１の測定データ出力部３と体温出力装置４の測定デー
タ入力部５が接続される。
【００１２】制御装置９は廊下灯８からの情報を制御す
る入力制御部１０、ナースコール親機１３との情報を制
御する音声入出力装置１２がそれぞれ監視制御部１１と
接続されている。
【００１３】管理装置１４は、カルテデータを格納して
おくカルテ記憶部１６と、カルテデータ等を表示するデ
ィスプレイ１７、カルテデータを出力するプリンタ１
８、カルテデータの入力、編集指示を行う入力部１９と
が設けられており、それらは被看護者の様態や病歴、看
護注意事項、食事制限等のカルテデータ入出力、編集管
理するカルテ管理部１４とそれぞれ接続されている。
【００１４】このように構成された医療看護管理システ
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ムにおいて、以下、その動作について説明する。
【００１５】被看護者と看護婦の呼出しや通話は廊下灯
８と制御装置９内の入力制御部１０、監視制御部１１、
音声入出力装置１２を介してナースコール子機７とナー
スコール親機１３の間で行われる。
【００１６】被看護者が定時に行う検温の結果は、被看
護者の体温を体温計１の体温測定部２で測定し、体温計
１を体温出力装置４に接続することで体温計１の測定デ
ータ出力部３と体温出力装置４の測定データ入力部５が
接続され、外部出力部６よりデータが出力され、廊下灯
８、制御装置９、管理装置１４内のカルテ管理部１５を
介してカルテ記憶部１６に記憶される。記憶されたデー
タはディスプレイ１７への表示、プリンタ１８での出力
ができ、また入力部１９でデータの編集が可能である。
【００１７】上述したように、被看護者の検温結果を各
病室から自動的に病院のカルテ記録部１６に入力される
ことで、一日に３、４回行われる検温の結果を、全ての
病室を訪問しハンディーナース等に記録する手間が省
け、記録の入力ミス、入力忘れを無くすことができる。
【００１８】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、各病室
に設置されるナースコール子機およびナースコール親機
を制御する制御装置と、被看護者の看護情報を管理する*
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*管理装置からなる、看護業務をサポートするための医療
看護管理システムであって、体温計から体温測定結果を
出力する出力装置から、管理装置のカルテ記憶部に直接
体温測定結果を入力することで、各病室を一日に何度も
訪問する手間がなくなり、ハンディーナースへの入力お
よびカルテ記録への入力の手間を省き、また記録の入力
ミスや入力忘れを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による医療看護管理システムの一実施例
を説明するブロック図。
【図２】本発明による体温計と体温出力装置の接続図。
【図３】従来の医療看護管理システムを説明するブロッ
ク図。
【符号の説明】
１・・・体温計
４・・・体温出力装置
７・・・ナースコール子機
８・・・廊下灯
９・・・制御装置
１３・・・ナースコール親機
１４・・・管理装置
１６・・・カルテ記憶部

【図２】
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要解决的问题：提供一种医疗护理管理系统，该系统能够由受护理医生
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件的管理装置，该医疗护理管理系统包括：用于通过走廊灯从医院房间
测量受护理人的体温的温度计的体温测量数据，控制以及体温输出装
置，用于经由装置直接输入管理装置中的图表存储单元并存储数据。
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